
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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年
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資格・検定名 種 受験者数 合格者数

TOEIC700以上 ③ 1 1

人 TOEIC650以上 ③ 1 1

人
Excel表計算処理技能

検定３級 ③ 3 3

人
Word文書処理技能認定

試験３級 ③ 3 3

％ ｻｰﾋﾞｽ接遇検定２級 ③ 1 1

％

（令和 元

0 名 0 ％

国際外語・観光・エアライ
ン専門学校

平成3年10月8日 栗林　直子
〒951-8063
新潟県新潟市中央区古町通７番町９３５

（電話） 025-227-6330

（別紙様式４）

令和3年10月1日※１
（前回公表年月日：令和 　年　月　日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人国際総合学園 平成3年10月10日 池田　祥護
〒951-8063
新潟県新潟市中央区古町通２番町５４１

（電話）

文化・教養 文化・教養専門課程 上級英語科
平成３１年１月２５日

文部科学省告示第３号
-

学科の目的
学校教育法に基づき、グローバル人材に必要な異文化対応力、語学力を取得し、英語による議論やプレゼンテーションなどの実践を通して、多様な価値
観を理解し、学習の成果を世界に発信することのできるグローバル人材を育成することを目的とする。

025-210-8565
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成○年○月○日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1764 816 908 40

学期制度
■前　期：　　４月　１日　～　９月３０日
■後　期：　１０月　１日　～　３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

出席、授業態度、提出物、実習・演習の成果、学期末試験
の履修状況を総合的に勘案し、成績評価を行う。また、80%
の出席率に達しないものは科目評価を受けることはできな
い。 　 評価:　 A(秀) B(優) C(良) D(可) F(不可)

２０人 ３人 ０人 １人 １２人 １３人

長期休み

■学年始：　　４月　１日
■夏　 季：　　８月　１日　～　８月３１日
■冬　 季：　１２月２０日　～　１月　８日
■学年末：　　３月３１日

卒業・進級
条件

【進級条件】①1年次の出席が良好であること。(80%以上)
②科目評価が全てD以上であること。　③進級に必要なCFP
ポイントが基準以上であること。　④学費、実習費、その他
の必要な納入金を全て納入していること。　⑤その他、生活
行為において問題がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

・明和義人祭運営ボランティア、
・新潟日米協会主催こども英語イベント実施及び
　運営スタッフ、
・新潟総踊り運営ボランティア

学習未達の学生や欠席が多い学生に対し、次の支援を行っ
ている。
①担任によるカウンセリング体制　②保護者との連携（電話で
の状況報告、来校による面談）　③スクールカウンセラーの活
用　④学習面については、放課後、休み時間や長期休暇を活
用しての補講授業を実施。

■サークル活動： 有

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
③その他（民間検定等）
■自由記述欄
第７回 全国学生英語プレゼンテーションコンテスト出場
第８回 全国学生英語プレゼンテーションコンテスト出場

■その他
0

年度卒業者に関する

■就職者数 ： 3

100■就職率 ：

■卒業者に占める就職者の割合
： 100

平成31年4月1日時点において、在学者３名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者３名（令和2年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

就職等の
状況※２

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
就職研修の実施（１年次２回）、模擬面接指導、学科担当者に
よる業界指導、SPI対策授業、企業人事担当者からの講演、
卒業生からの業界説明、他。

■卒業者数　： 3

■就職希望者数　： 3

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
航空業界（グランドスタッフ）、空港セキュリティ、販売営業 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組

１）スクールカウンセリングの導入　２）定期的な担任との面談　３）保護者との連携（電話での報告、来校による面談）　４）学科長面談



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.air.ac.jp/advanced_english

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　・ＮＳＧカレッジリーグ無利子奨学制度（高校新卒・高校新卒以外）
　　　家計の事情のより就学が困難と思われる学生に対し、奨学金を貸与し、卒業後５年以内の返済期間を設けることにより就学の便を図る
もの。
　・災害奨学融資制度
　　　災害にあい、学費の準備が困難な方に対して夢を叶える為の進学を応援する制度。
　・母子家庭・父子家庭奨学金制度
　　　母子・父子家庭の事情等により、一年次学費の準備が困難と思われる学生に対し、奨学金を貸与し卒業後の長期の返済により就学の
便を図るもの。
　・一人暮らし支援制度
　　　新潟県外、および新潟県内で一人暮らしをされる方を対象に入学後の学費を支援するもの。
　・NSGカレッジリーグ　SR制度（Student Recruit)
      本校を受験する本人の兄弟姉妹、家庭が本校もしくはNSGカレッジリーグの各校を卒業したか、または在学中である場合、その受験する
本人に対して特典を与えるもの。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

関根　伸春 新潟日米協会　専務理事
令和２年４月１日～
令和４年３月３１日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
国際社会で活躍できる人材、国際社会が求める人材を育成することを目的とし、就業に必要な英語コミュニケーション能力
を身に付けさせる為、外国人観光客を対象とした商品やサービスを提供している企業や協会が教育課程編成委員として
参画し、意見を頂きながら教育課程の編成を行う。また、英語ガイドや外国人観光客の対応など、英語を活用した社会活
動や社会貢献を行っている企業・協会と連携し実習や評価、学生へのフィードバックを行う。授業終了後、教育課程につい
て企業・協会と振り返りを行い次年度の教育課程編成につなげる。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

学科で教育課程の案を作成する。その後、必ず校長が内容を確認し場合によっては修正を行う。編成委員会の開催前に
教育課程案を送付し確認いただく。編成委員会での意見を受け、学科内で検討し、具体的な教育課程の変更案を取りまと
める。それを翌年度の教育課程編成委員会に報告し、委員の確認を受けた後、学校内の会議にかけ、審議の上、さらに
翌年の教育課程編成に反映させる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

佐藤　隆男 北方文化博物館　副館長
令和２年４月１日～
令和４年３月３１日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育編成委員会（年２回）９月、３月

（開催日時（実績））
第１回　令和元年　９月２７日　１４：００　～　１６：００
第２回　令和２年　 ３月２７日　１４：００　～　１６：００

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

提案①【「通訳」・「翻訳」の導入のを決定】
１年次からアウトプット形式の授業を実施していることは学科の特徴でもある「自分の意見を発信する」能力の向上に非常
に手助けとなっていると確信している。次年度は、「外国語を活用しての発信力を生かす」に加え、就職年次であることから
も「職業観を持って学ぶ」ことを意識した授業の導入をしていくことを提案したい。その一つとして、「翻訳」・「通訳」などの授
業を入門編から組み込むことを提案したい、との提案があり、次年度は「通訳」、「翻訳」の授業を入門編から導入しするこ
とに決定し、授業から職業観を持って学ぶことを期待する。

提案②【English Literatureの導入を決定】
今年度のTOEICスコアの分析から見て「Speaking」、「Listening」、の力はかなりついていることが分かる。これまで以上に
「Reading」の力をつけることで「Writing」スキルの向上は勿論、さらなるTOEICスコアの向上が期待できる。Readingスキル
の向上を目的に、英文学の授業を導入することを提案したい、とのご意見を頂いたことにより、文学を取り入れることで学
生達も文学に親しみながら、読解力の向上を目的にEnglish Literaureの授業の導入を検討し、最終的には次年度から授
業の一つとして取り入れることを決定した。

提案③【TED　Talksを授業課題として取り入れることに決定】
多くの方々、そして様々な方々の多くのプレゼンテーションを学生が聞く機会を持つことも学生達にとって大きな学びになる
と考える。“TED Talks”を学習の一つとして取り入れてはどうか。わずか１０分～１５分程度のプレゼンから長時間のプレゼ
ンまでさまざまである。世界中の多くの方々のプレゼンを視聴し、プレゼンテーションの仕方も様々で非常に勉強になる
ツールである。また、プレゼンの仕方だけでなく、プレゼンテーションから知識の習得ともなる。TED Talksに限る必要はな
いが、今後学生達が社会で必要となるプレゼンテーション能力の向上のためにも、多くのプレゼンテーションを
聞く機会を持つことを提案したい。との意見から、Presentationの授業の一環で、それぞれの学生が課題として視聴し、そ
の後リスポンスも課題とし、提出してもらうことに決定した。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

提案①【「通訳」・「翻訳」の導入のを決定】
１年次からアウトプット形式の授業を実施していることは学科の特徴でもある「自分の意見を発信する」能力の向上に非常
に手助けとなっていると確信している。次年度は、「外国語を活用しての発信力を生かす」に加え、就職年次であることから
も「職業観を持って学ぶ」ことを意識した授業の導入をしていくことを提案したい。その一つとして、「翻訳」・「通訳」などの授
業を入門編から組み込むことを提案したい、との提案があり、次年度は「通訳」、「翻訳」の授業を入門編から導入しするこ
とに決定し、授業から職業観を持って学ぶことを期待する。

提案②【English Literatureの導入を決定】
今年度のTOEICスコアの分析から見て「Speaking」、「Listening」、の力はかなりついていることが分かる。これまで以上に
「Reading」の力をつけることで「Writing」スキルの向上は勿論、さらなるTOEICスコアの向上が期待できる。Readingスキル
の向上を目的に、英文学の授業を導入することを提案したい、とのご意見を頂いたことにより、文学を取り入れることで学
生達も文学に親しみながら、読解力の向上を目的にEnglish Literaureの授業の導入を検討し、最終的には次年度から授
業の一つとして取り入れることを決定した。

提案③【TED　Talksを授業課題として取り入れることに決定】
多くの方々、そして様々な方々の多くのプレゼンテーションを学生が聞く機会を持つことも学生達にとって大きな学びになる
と考える。“TED Talks”を学習の一つとして取り入れてはどうか。わずか１０分～１５分程度のプレゼンから長時間のプレゼ
ンまでさまざまである。世界中の多くの方々のプレゼンを視聴し、プレゼンテーションの仕方も様々で非常に勉強になる
ツールである。また、プレゼンの仕方だけでなく、プレゼンテーションから知識の習得ともなる。TED Talksに限る必要はな
いが、今後学生達が社会で必要となるプレゼンテーション能力の向上のためにも、多くのプレゼンテーションを
聞く機会を持つことを提案したい。との意見から、Presentationの授業の一環で、それぞれの学生が課題として視聴し、そ
の後リスポンスも課題とし、提出してもらうことに決定した。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

Express Japanese
Cultures in English

伝統的な日本文化の由来や歴史を理解します。また、文
化施設に従事している方々の講義を受け実際に文化体験
をすることで更なる日本の文化理解を深めます。さらに、英
語ガイドの下、施設見学をし表現法を学び演習を行いま
す。

北方文化博物館

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

語学は学ぶだけでなく実際に活用できるかどうかが重要であるため、語学のスキルは実際に社会でどのように業務に活
用されているのか、企業との連携により実践的かつ専門的に実習や演習から学ぶ。今後期待される外国人観光客を対象
としたガイド等の職業として活躍できる人材を育成する。そのため、実際にこれまで多くの外国人観光客が訪れてきた施設
で文化と歴史の知識を深め、英語で説明できる学芸員のもと、施設紹介を含め、日本文化や歴史を英語でガイドする演習
を行い職業として英語を活用して活躍できる人材を育成する。O25

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

実際に外国人観光客に説明する際の知識は勿論、英語での表現、英語でのガイドの際のポイントをご教授頂き、学んだ
知識、言い回し、英語表現を活用した演習を行う。文化理解を深める座学授業、施設へ出向いた施設見学及び英語での
施設ツアーを経て、最終的には学生がガイド演習を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「2019年度　TOEICセミナー」（連携企業等：国際ビジネスコミュニケーション協会　）
期間：　令和元年　８月２日（金）　　対象：学校関係者
内容：　社会のニーズから考えるTOEIC Programの活用

研修名「新年度に向けた英語直接法教授法」（連携企業等：　自校　）
期間：　令和２年　３月３０日（月）　　対象：英語常勤講師・非常勤講師
内容：　～授業の進め方～　・カランメソッド　　・演習

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学生指導～問題解決～」（連携企業等：北島経営事務所　北島雅之　）
期間：　令和元年　８月２８日（水）　　対象：学校職員
内容：　①問題解決の重要性　②問題と課題　③思考法とツール　④問題検討　⑤実際の問題解決に取り組む

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

・職員は質と技術の向上を目的に学校が行う教育研修に積極的に参加しなければならない。
・職員は学校が行う教育研修等に積極的に参加しなければならない。
・職員は学校から外部研修について受講を命ぜられた時は積極的に受講しかつ復命しなければならない。
・職員は学校から命ぜられて受講した研修については業務に有効活用しなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「TOEIC L&R IPテスト（オンライン）活用セミナー」（連携企業等：　国際ビジネスコミュニケーション協会　）
期間：令和２年9月１８日（金）14:00～15:00　　　　　　対象：学校関係者向け
内容：　活用事例(1)宇都宮大学　活用事例（2)近畿大学

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか

・学校における職業教育の特色は何か

・社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか
・学校の理念・目的・育成人材像は・特色・将来構想などが学生・保護
者に周知されているか
・各学科の教育目標、育成人材象は学科等に対応する業界のニーズ
に向けて方向付けられているか

（２）学校運営

効に機能しているか

るか

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「マネジメントとリーダーシップ」（連携企業等：　株式会社アルゴオ　神谷　悟　）
期間：令和２年１０月２９日（木）～３０日（金）　　　　　　対象：　教員
内容：　①環境変化と求められる人材像　②ロジカルシンキング　③新しいリーダシップ　④チーム活動の振り返り　⑤職場
実践に向けて

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　「専修学校における学校評価ガイドライン」１１項目(教育理念・目標、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育
環境、学生の受け入れ募集、財務、法令等の遵守、社会貢献・地域貢献、国際交流）について自己評価を行う。その自己
評価を基に学校関係者評価委員会議を行い、評価・意見を受け、改善・向上を図る。特に教育活動、学修成果に関して、
人材育成像や業界のニーズを踏まえた改善については積極的にカリキュラムに反映させる。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（６）教育環境

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている
か
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教
育体制を整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

（８）財務

・	中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

・	予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

・	財務について会計監査が適正に行われているか

・	財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

いるか

に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

方法の工夫・開発などが実施されているか

ラムの作成、見直し等が実施されているか

か

づけはあるか

員を確保しているか

どマネジメントが行われているか

員の指導力の育成など資質向上のための取組が行われているか

（４）学修成果

用されているか

（５）学生支援

行われているか



※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

【委員の意見】
県内、県外、更には国内だけでなく、海外でも多くの卒業生が活躍されている。卒業生のキャリア形成への効果を把握し、
学校の教育活動の改善に活用してもよいのではないか。実際に様々な分野で活躍されている卒業生がいらっしゃるので
あれば、卒業生を招いてのセミナーを開催し、在学生の職業教育に活かしてみてはどうか。

【活用状況】
在校生の職業教育を目的に、就職研修の一環として様々の分野で活躍する多くの卒業生を招いたセミナーを実施するこ
ととした。また、卒業生からの意見を取り入れ、時代と共に変わりゆく専門的分野での必要知識等を今後のカリキュラム改
善の目的の一つとした。

【委員の意見】
「社会貢献・地域貢献」
　・毎年、新潟市、福祉施設、団体からボランティア活動の依頼を頂いているとのことで、学生の学びや関連する専門分野
での活躍ができることは学生達にとっても経験と刺激になるであろう。依頼をもらうだけでなく、学校側からのアプローチを
してもよいのではないか。

【活用状況】
委員より、依頼をもらうだけでなく、学校側からのアプローチをしてもよいのではないか、との意見を頂いた。社会貢献・地
域貢献の考え方として、これまでは実際に学生が出向いての活動で地域、社会貢献を行っていたが、SDGsの取組により、
世界について考え学生達が問題解決方法の提案による貢献の仕方もあるとのご意見を頂き、次年度から授業の一つとし
て全学科で取り組むこととした。

（９）法令等の遵守

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っている
か

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施している
か

（１１）国際交流

・留学生の受け入れ・派遣について戦略を持っておこなっているか
・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がと
られているか
・留学生の学習・生活指導等について学内に適切な体制が整備されて
いるか
・学修成果が国内外で評価される取組を行っているか



種別

企業委員

卒業生

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

関根　伸春 新潟日米協会　専務理事
令和２年４月１日～
令和４年３月３１日（２年）

山田　智之 一般社団法人　魚沼市観光協会
令和２年４月１日～
令和４年３月３１日（２年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

「専門学校における状況提供等への取組に関するガイドライン」に基づき、教育活動の活性化、学校運営の円滑化、進路
選択に当たっての有効な情報の提供、就職指導における企業等との連携の充実、教育内容の改善、学校運営に対する
支援の確保、社会に対する理解の増進をねらいとし、必要な教育活動、その他学校運営の状況に関する状況を提供す
る。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校基本情報　-　学校概要 、目標

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　）
URL:　https://www.air.ac.jp/wp-content/themes/air2017/file/kankei_hyouka_2019.pdf
公表時期：令和２年　７月３１日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）充実の国際交流・海外留学　/　施設紹介
（６）学生の生活支援 （６）学生支援体制
（７）学生納付金・修学支援 （７）入試について　-　年間学費・諸費用

（２）各学科等の教育 （２）学科紹介
（３）教職員 （３）講師紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・インターンシップ

（１１）その他 　　-
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:　　https://www.air.ac.jp/

（８）学校の財務 （８）財務諸表
（９）学校評価 （９）学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 　　-

（ホームページ）
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1 〇
English
Strategy
TOEIC

ListeninngとReadingの模試問題を集中的に学習
し、トレーニングによって解法を身に付ける。1年
次の11月のTOEIC公開テストで700点以上の取得を
目指す。問題集を使用した実践形式のリーディン
グ問題に慣れることにより得点力の向上を狙う。

１
．
２
通

408 △ 〇 〇 〇 〇

2 〇
Grammar Skills
Ⅰ

英語を学ぶ上で柱となる英文法の完全な習得は非
常に重要である。文法を確認し英語を話す土台を
身につける。また、文章の基本的な形を習得す
る。

１
通

68 〇 △ 〇 〇 〇

3 〇
Communicative
Speaking Ⅰ

英語で基本的なコミュニケーションが図れる能力
を身につける。さまざまなTOPICから自分の意見を
考えたうえでグループで発表しながら基本的な形
式をマスターする。

１
通

68 △ 〇 〇 〇 〇

4 〇
Research &
Presentation Ⅰ

英語プレゼンテーションに必要な情報を収集す
る。また、収集した情報を英語でどのように表現
するのかを学ぶ。

１
通

68 〇 △ 〇 〇

5 〇
Culture
Studies I

英語で様々な国の文化につて学び異文化理解を深
める。

１
通

34 〇 △ 〇 〇

6 〇
Pronunciation
Ⅰ

日本語の発音とアメリカ英語の発音の違いを学
び、正しい母音、子音を学ぶ。

１
通

34 〇 △ 〇 〇

7 〇 Hospitality Ⅰ
場面や状況に応じた実用的なフレーズを
ロールプレーを通して学ぶ。

１
通

34 〇 〇 〇

8 〇
Liberal Studies
I

知識や教養を英語で学ぶ。１年次では特に分野別
の語彙に焦点を当て、英語を通して一般知識と教
養を身につける。

１
通

68 〇 〇 〇

9 〇
Advanced
Writing

英語の要約のトレーニングを行う。また、Writing
のフォームを学ぶ。
（ Argumenation, Comparison, Discriptive,
Opinionなど)

１
通

68 〇 〇 〇

10 〇 ReadingⅠ
ショートストーリー、雑誌記事などを読み、読解
力を身につける。

１
通

34

11 〇
ビジネスメイク
Ⅰ

身だしなみの一貫とし、誰にでも印象良く見える
メイクの基本と基礎を学ぶ。

１
通

34 △ 〇 〇 〇

12 〇 日本語Ⅰ
社会人として適切でかつ、正しい日本語、話す上
で必要な言葉使いを学ぶ。

１
通

34 〇 〇 〇

13 〇
海外就職ガイ
ダンスⅠ

海外で働くこととはどういうことなのかを知る。
また、海外で働くVISAについて知識を深める。

１
通

34 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程　上級英語科）
分類

授業科目名 授業科目概要

　
　
配
当
年
次
・
学
期

　
　
授
　
業
　
時
　
数

　
　
単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 〇 PC実習Ⅰ

文字入力、罫線の引き方、文字設定、印刷の仕方
などWORD文書作成に必要な基本を身につける。ま
た、ビジネスレターやポスターなどを効率的に製
作する方法を学び社会で必要なスキルの一つとし
て、Word 処理技能検定3級を取得する。

１
通

64 △ 〇 〇 〇

15 〇
第2外国語Ⅰ
(韓国語・中国
語）

ﾊﾝｸﾞﾙ能力検定試験5級取得を目標とする。5級取得
の文法と単語の習得定型の挨拶や簡単な会話がで
きるようになる。文字をみて正しい発音ができる
ようになる。中国語検定試験についていは、 準
４級取得を目標とし、必要な文法と単語を習得す
る。定型の挨拶や簡単な会話ができるようにな
る。文字をみて正しい発音ができるようになる。

１
通

68 〇 〇 〇

16 〇
Grammar Skills
II

１年次で学んだ知識をベースに、２年次では
Reaing, Writing, Speaking, Listeningの４つの
技能を意識して正しい文法を確認する。

２
通

34 △ 〇 〇 〇

17 〇
Communicative
SpeakingII

会話で使う語彙や形式だけでなく、文法にも焦点
を当て話す力だけでなく、プレゼンテーション能
力を高めることを目的とします。

２
通

34 〇 〇 〇

18 〇
Research &
PresentationII

集大成としてのプレゼンテーションコンテストに
出場することを目的に、テーマに沿った情報の収
集、プレゼン内容の構築、プレゼンの仕方を身に
つける。

２
通

68 △ 〇 〇 〇

19 〇
English
Literature

アメリカ、イギリス文学を中心に学び、外国文学
を親しむ。文学を通し文化を学ぶと共に読解力を
身につけることを目的とする。

２
通

68 〇 △ 〇 〇

20 〇
Culture
Studies II

１年次で学んだ異文化をベースに、２年次では、
歴史的背景、宗教との関連性をベースに異文化理
解を深める。

２
通

34 〇 △ 〇 〇

21 〇
Creative
Writing

1年次で学んだWritingの基礎知識をベースに自分
の感じたこと、思いをクリエイティブに表現する
力を身につける。

２
通

68 △ 〇 〇 〇

22 〇

Express
Japanese
Cultures in
English

伝統的な日本文の由来や歴史を理解し、文化施設
に従事している方々の講義を受け、実際に文化体
験をすることで更なるに日本文化理解を深める。
更に英語ガイドの下、英語での日本文化や歴史的
施設の紹介をする。

２
通

34 △ 〇 〇 〇 〇 〇

21 〇
Translation &
Interpretation

「文化」、「教育」、「芸能」、「映画」の分野
における基本的な通訳・翻訳の基礎を学び、演習
を行う。

２
通

68 △ 〇 〇 〇

23 〇
ビジネスメイク
II

ヘアーメイクを含め、受験企業に合わせたメイク
の仕方とＰＴＯに合わせたメイクをアレンジでき
るように技術を身に付ける。メイク、ヘアアレン
ジ、身だしなみ、マナーを学び、オフィスで好印
象を与えることを目的とする。

２
通

34 △ 〇 〇 〇

24 〇 日本語 II
社会人としての正しい日本を身につけ、ロールプ
レイでの演習を通し伝え方、表現を学ぶ。

２
通

34 〇 △ 〇 〇

25 〇
海外就職ガイ
ダンス II

英文での履歴書の書き方、英語での面接の受け方
を身につける。

２
通

34 △ 〇 〇 〇

26 〇 第2外国語Ⅱ
1年次に選択した中国語/韓国語を２年次で継続し
日常会話レベルまで学習する。

２
通

68 △ 〇 〇 〇

27 〇
Liberal Studies
Ⅱ

英語で世界的な芸術、社会科学など、一般的知識
と教養を深める。 34 34 〇 〇 〇



おもてなし
韓国語

講師の講義形式の授業後、グループワークやペア
ワークで学んだフレーズを練習する。発音を重視
し練習を行う。飲食業・販売業・レジャー施設・
案内などの接客業を想定した韓国語フレーズを学
ぶ。

おもてなし
中国語

ビジネス場面において使う中国語の習得と会話中
心に場面別ロールプレイを中国人留学生と行い、
実際に通じる中国語を身につける。

Presentation
English

英語でのプレゼンテーションに必要なプレゼンの
際のジェスチャー、アイコンタクト、声のトーン
など、基本的知識を身につける。

航空実務

航空業界で必要な基礎知識を始め、航空業界で働
く人に必要な基礎的専門知識を学ぶ。（専門用
語・スリーレターコード）など空港ハンドリング
や出入国などの知識も習得する。

手話初級

基本的な手話表現ができる（あいさつ、自己紹
介、趣味について相手に尋ねたり答えたりするこ
とができる。そのうえでの簡単な手話での接客を
ロールプレイを通して身につける。

世界遺産から
学ぶ日本語

世界遺産とは何か、何のために登録するのか、どのよう
な分類分けをされているのかを知り、日本各地にある世
界遺産を学習していきます。
どうして世界遺産登録を受けたかその理由、そしてその
歴史や時代背景、周辺地区などを学ぶ。

初級旅行プラ
ンニング

ＪＲ、飛行機、バス、タクシーなど様々な交通手段を用
いてのプランニングの方法を学習する。観光地、ホテ
ル、レストラン、買い物店など情報の集め方などの調べ
学習のちに、点を線で結び、オリジナルプランを作成す
る。

２９科目

△ 〇 〇

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

上述科目の内、

28(※）　選択必修のため、１科目履修

29(※）　選択必修のため、１科目履修

合計 1,764単位時間(      単位)

28
(※)

〇
2
後

17

２　期

１学期の授業期間 １７週

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

〇

29
(※)

〇
２
後

〇 〇17 △ 〇

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１）進級時及び卒年次の出席が８０％以上であること。
２）科目評価が全てD以上であること。
３）進級時及び卒年次に必要なCFPポイントが取得してあること。
４）卒業に必要な検定を取得してあること。
５）授業料が完納してあること。

１学年の学期区分


